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１ はじめに



ニュースなどによる報道

1.1 人々の関心について

人々の関心

人々の関心について調査することで、
報道内容や報道量が適切かどうかを判断が可能。



1.2.1 研究背景

大規模な社会調査
→社会問題の存在と規模の明確化

ブログ

インターネット上に存在する
多くの情報を活用した調査



1.2.2 研究背景

• 福原ら[1]

ブログ記事を用いて社会的関心動向を分析
することで、人々の社会問題についての反応
や関心を容易に把握できる。



• 過去の事例の関心度の推移を分類。

• 報道量と関心度の推移の関係を微分方
程式を用いてモデル化。

• 現在進行中の事象に対する、将来の関
心度の推移を予測する手法の提案。

1.3 研究の目的

報道量：事例に関するニュースの記事数
関心度：事例に対して関心を持つ人・ブログ記事の数



２ 実データの収集方法



2.1 関心度の推移を示す実データ

• ミクシィ日記キーワードランキング

• kizasi.jp

• YAHOO!JAPANブログ検索

数値データ収集の容易さ、データ収集可能期間の
長さからYAHOO!JAPANブログ検索を利用



2.2 関心度の推移を示す実データ

• キーワードを入力することにより、そのキーワードに関連する
ネット上のブログを紹介するサービス。

• キーワードに関する注目度(YAHOO!ブログ内のブログ記事の
出現頻度)の推移を示すグラフを表示。

出典文献：[4]キーワード「裁判員制度」のブログ数の推移

YAHOO!JAPANブログ検索



2.3 報道量の推移を示す実データ

• 米googleによる過去のニュース記事を検索するwebシステム。

• 610以上のニュースソースから記事見出しを収集し・表示。

Google News Archive Search

キーワード「裁判員制度」の報道量の推移
出典文献：[5]



2.4 関心度と報道量の推移の比較

～裁判員制度～

• 報道量と関心度には相関関係。

• 報道量のピークがあるところで関心度もピークとなってい
るが、報道量と関心度は単なる比例関係ではない。



３ 関心度推移の分類



3.1 関心度推移の分類

• 福原ら[1]は下記のような社会的関心の
パターンを考えている。

• 社会関心のパターン
I 周期性

II 漸次増加型

III 突発型

IV 関心持続型

V その他



3.1 関心度推移の分類

出典文献：[1]



3.2 関心度推移の分類

• 本研究では、下記のような４つのパターン
を提案する。

図1
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3.2 関心度推移の分類

• 提案するパターンに属する事例

図2



3.2 関心度推移の分類

• ニュースはカテゴリごとに、提案するパタ
ーンに属することが分かる。

図3

漸次増加型 突発型

関心持続型 スポーツ

映画

病気
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病気
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3.2 関心度推移の分類

• しかし、提案するパターンに当てはまらない
例外がある。

• 四川省地震 ⇒

• チベット問題 ⇒

• 裁判員制度 ⇒

• 大分汚職事件 ⇒

突発・関心持続型

突発・関心持続型

漸次増加・関心持続型

突発・関心持続型



4 関心度推移モデル



4.1 関心度推移モデル
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4.2 関心度推移モデル



4.3 関心度推移モデル

「中越沖 地震」の報道量 z(t)  yahooブログによる関心度推移



4.4 関心度推移モデル

のときのy1(t), y2(t), y3(t)の時系列変化



4.5 関心度推移モデル

• さらに、パラメータを変化させたとき、y2は関心持続
型に変化する。z

人
数



５ 関心度推移モデルを用いた
予測手法の提案



関心度予測手法の流れ

パラメータ
決定

プロセス

パラメータ
決定

プロセス

予測
プロセス

予測
プロセス

ブログ数と報道量のデータ抽出

報道量の実データを入力として与える

関心持続・収束よりb3とb4の値を決定

ブログ数とモデルのy2の最大値が等しく
なるようにb1とb2を決定

将来の報道を予測し，入力

関心度（y2）を予測



６ 実際の事例を用いた
予測手法の検証



6.1 キーワード「新型インフルエンザ」

• 新たに人から人に伝染する能力を有す
ることとなったウイルスを病原体とするイ
ンフルエンザ。

• 2009年4月下旬頃から世界中で流行。



関心度推移モデルのパラメータの決定
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• 報道内容や報道量が過剰すぎるため、このモデル
ではうまく表現できない。



関心度推移の予測1

報道量の対数近似

y = ‐26.11ln(x) + 148.39
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関心度推移の予測1
報道が収束した場合

• モデルはほとんどゼロのまま。
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関心度推移の予測2

• 報道量が再び生ずれば関心度も再び生ずる。

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

0

50

100

150

200

250

2009/4/1 2009/6/1 2009/8/1 2009/10/1 2009/12/1 2010/1/31

ブ
ロ
グ
数

報
道
量

報道量

ブログ数

モデル

流行予測に合わせて報道量を与えた場合



関心度推移の予測3

• 報道量の増加に伴い、関心度も増加。

• 感染率の高まる10月に関心が上がらず、感染リスク

が高まる恐れ。
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6.2 キーワード「裁判員制度」

• 国民が刑事裁判に参加する制度。

• 2004年5月21日「裁判員の参加する刑
事裁判に関する法律」が成立し、2009年
5月21日から始まった。



関心度推移モデルのパラメータの決定

y1=20万, y2=11, y3=180万‐11とした時の同定結果

（b1=0.001, b2=0.999, b3=0.015, b4=4.2）



報道量の対数近似

関心度推移の予測1



関心度推移の予測1

• 関心度はすぐに収束。

報道が収束した場合



関心度推移の予測2

• 公判を重ねるごとに関心度の上昇は少なくなる。

今後の公判日程から報道予測を与えた場合



6.3 キーワード「酒井法子」

• 2009年8月3日に女優の酒井法子が覚せ

い剤取締法違反容疑で逮捕された事件。

• 逮捕状が取られた時点で多くの報道があ
り、通常の芸能人の犯罪では異例の注
目を集めた。



関心度推移モデルのパラメータの決定

• ピーク値とグラフの形は近い。
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関心度推移の予測1

y = ‐15.55ln(x) + 44.848
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関心度推移の予測1

• 関心度はすぐに収束。
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関心度推移の予測2

• 1度目のピークと同量の報道量を入力しても、
関心度は1度目ほど増加しない。
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７ おわりに



本研究のまとめ

• ブログの記事数を関心度推移の指標として
用いた。

• 関心度の推移のパターンを分類した。

• 関心度推移モデルを構築した。

• 関心度推移モデルを用いて，現在進行中の
事例に対する関心度推移の予測手法を提案
した。

• 実際の事例を用いて、提案手法の検証を行
った。



課題

• モデルのパラメータと関心度の分類の関係を
より明確にする。

• モデルに報道の内容の影響などを考慮して，
より適切な予測ができるように改良する。
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